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家庭で活用できる感染予防の基礎知識 ～標準予防策～

名古屋市立大学看護学部 ・感染予防看護学:

矢 野 久 子、脇 本 寛 子

Iは じ め に

平成25年 度 名古屋市立大学市民公開講座 「家庭で活

用できる感染予防の基礎知識～標準予防策～」は、感染

予防看護学領域(教 授 矢野久子、准教授 脇本寛子、元

助教 長尾多美子)が 担当させて頂いた。 この概要を報

告する。

II公 開講座の実施状況

平 成25年10月12日(土)、 快 晴 。 参 加 者 は44人 で あ っ

た。 看護 学 部 長 ・山 本 喜 通 教 授 、 看 護 実 践 研 究 セ ンタ ー

長 ・明 石惠 子 教 授 の ご挨 拶 の 後 、 開 始 した 。

1)講 義

看護学部棟3階308講 義室で行 った。

まず、脇本寛子准教授が、感染予防の基本である標準

予防策1)について説明した。 これは、汗を除くすべての

血液、体液、分泌物、排泄物、傷のある皮膚、粘膜には、

感染性の病原体が存在するとして、"す べて"の 人に対

して適用するものである。具体的には、手指衛生、マス

ク ・ガウン・手袋などの個人防護具を上手に使用 して感

染経路を遮断する技術である。今回は、ノロウイルス感

染症を想定 して、厚生労働省 ノロウイルスQ&A2)に 基

づいて作成 した資料を提示 した。

続いて、長尾多美子元助教が、マスクなどの個人防護

具の着脱を実演 し、引き続き参加者全員に実施 して頂い

た。杖を使用している参加者 もいらしたが、「自分でやっ

てみないとわからないから」と椅子に座って、個人防護

具の着脱を実践された。

講義 ・実演時には、手話通訳 ・要約筆記が併せて提供

された。

2)演 習

看護学部棟5階502・503・505実 習室に移動 して演習

を行った。

参 加 者 全 員 に グ リ ッタ ーバ グRを 用 いて 、 手 指 衛 生 を

し損 な った部 位 を視 覚 的 に確認 して頂 いた 。 「十 分 に洗 っ

た つ も りだ った が 、 指 先 な ど洗 い残 した部 分 が 多 く、 驚

いた 」 な どの 感 想 を 頂 いた 。

次 いで 、2グ ル ー プ に分 か れ て 頂 き、 ノ ロ ウ イル ス感

染 症 を 想 定 した 汚 物 処 理 の デ モ ンス トレー シ ョ ンを 行 っ

た 。 模 擬 汚 物 は、 カ ップ ラ ー メ ンに片 栗 粉 を 混 ぜ て 作 成

した 。 デ モ ンス トレー シ ョ ンの 後 に は、 数 名 の 参 加 者 の

方 に実 践 して 頂 いた 。 家 庭 で も実 践 で き る よ う に、 汚 物

処 理 に関 す る物 品 や 手 順な ど につ いて 、 さ ま ざ ま な ご質

問 を 頂 いた 。

IIIお わ り に

感染経路を遮断する標準予防策は、感染予防の基本的

な技術であり、誰もが実践できることが重要である。熱

心にご参加頂いた市民の皆様に、この場を借りて深謝申

し上げる。
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